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コネクタソン２００５の範囲コネクタソン２００５の範囲

ＬＬSSＷＦ＋ＬＩＲ（一部）ＷＦ＋ＬＩＲ（一部）

ＯＦＯＦ→→ＡＭとＬＤＡ領域はやりませんＡＭとＬＤＡ領域はやりません

–– でも来年はやりたいので準備をお願いしますでも来年はやりたいので準備をお願いします

ＨＬ７バージョンはＡＤＴを除きＶｅｒ２．５ＨＬ７バージョンはＡＤＴを除きＶｅｒ２．５

対象トリガーイベント、通信方式は放射線に準対象トリガーイベント、通信方式は放射線に準
拠します拠します



患者管理
(ADT)

オーダー依頼者
(Order Placer)

オーダーリザルトトラッカ
(Order Result Tracker)

オーダー実施者
(Order Filler)

オートメーション・マネージャ
(Automation Manager)

臨床検査室
RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

LAB-1:依頼者オーダー管理

LAB-2:実施者オーダー管理

LAB-3:オーダー結果管理

LAB-4:検査オーダー管理 LAB-5:検査結果管理

患者管理
(ADT)

オーダー依頼者
(Order Placer)

オーダーリザルトトラッカ
(Order Result Tracker)

オーダー実施者
(Order Filler)

オートメーション・マネージャ
(Automation Manager)

臨床検査室
RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

LAB-1:依頼者オーダー管理

LAB-2:実施者オーダー管理

LAB-3:オーダー結果管理

LAB-4:検査オーダー管理 LAB-5:検査結果管理

トランザクションは、アクター間の情報交換仕様

は、抽象化された機能ユニットアクター

コネクタソン2005テスト範囲（赤字）



ＬＳＷＦ基本シーケンスＬＳＷＦ基本シーケンス

０．患者情報通知０．患者情報通知 ＡＤＴＡＤＴ→→ＯＰ，ＯＦＯＰ，ＯＦ

１．依頼電文（ラベル情報なし）ＯＰ１．依頼電文（ラベル情報なし）ＯＰ→→ＯＦＯＦ

２．削除電文２．削除電文 ＯＰＯＰ→→ＯＦＯＦ

３．依頼電文（ラベル情報付）ＯＰ３．依頼電文（ラベル情報付）ＯＰ→→ＯＦ（ラベルＯＦ（ラベル
情報はＯＰで発番）情報はＯＰで発番）

４．結果電文（到着確認）４．結果電文（到着確認） ＯＦＯＦ→→ＯＲＴＯＲＴ

５．結果電文５．結果電文 ＯＦＯＦ→→ＯＲＴＯＲＴ



使用するメッセージ使用するメッセージ

０．患者情報通知０．患者情報通知 ADT^A08/ACK^A08ADT^A08/ACK^A08
１．依頼電文１．依頼電文
–– OML^O33OML^O33 (ORC1=NW)/ORL^O34(ORC1=NW)/ORL^O34
２．削除電文２．削除電文

OML^O33OML^O33 (ORC1=CA)/ORL^O34(ORC1=CA)/ORL^O34
３．依頼電文（ラベル情報付）３．依頼電文（ラベル情報付）
–– OML^O33 (ORC1=NW)/ORL^O34OML^O33 (ORC1=NW)/ORL^O34
４．結果電文（到着確認）４．結果電文（到着確認）
–– OUL^R22/ACK^R22OUL^R22/ACK^R22
５．結果電文５．結果電文 ＯＦＯＦ→→ＯＲＴＯＲＴ
–– OUL^R22/ACK^R22OUL^R22/ACK^R22



メッセージ型の記述について（ＭＳＨ－９）メッセージ型の記述について（ＭＳＨ－９）

ＨＬ７の推奨にしたがって第ＨＬ７の推奨にしたがって第33成分を記述する成分を記述する
–– OML^O33^OML_O3OML^O33^OML_O3３３
–– ORL^O34^ORL_O34 ORL^O34^ORL_O34 
–– OUL^R22^OUL_R22OUL^R22^OUL_R22
–– ACK^R22^ACKACK^R22^ACK
のようにのように第第33成分を記述する成分を記述する
–– （ＨＬ７（ＨＬ７ 第第22章章 table0354 table0354 参照）参照）

ADTADTももADT^A08^ADT_A01ADT^A08^ADT_A01のように記述すべのように記述すべ
きだが今回は除外きだが今回は除外



ORL^O34^ORL_O34ORL^O34^ORL_O34の扱いの扱い

ORL^O34^ORL_O34ORL^O34^ORL_O34
MSHMSH
MSAMSA
[{ERR}][{ERR}]
[[ ＬＤＷＦにはこのカッコは無いがＨＬ７にあるので放射線に倣って省略するＬＤＷＦにはこのカッコは無いがＨＬ７にあるので放射線に倣って省略する

[PID][PID]
{{
SPMSPM
[{SAC}][{SAC}]

[{[{
ORCORC
[{TQ1}][{TQ1}]
[OBR][OBR]
}]}]
}}
]]



項目コードについて（ＯＢＸ－３）項目コードについて（ＯＢＸ－３）

コーディングシステム名を記述するコーディングシステム名を記述する

〈〈検査項目コード検査項目コード〉〉＾^〈〈検査名称検査名称〉〉^JC10^JC10
患者プロファイルコード（身長、体重など）は患者プロファイルコード（身長、体重など）は

“ＪＳＨＲ”“ＪＳＨＲ”

ローカルコードの場合は“Ｌ１”などＬ＋体系Ｓｅローカルコードの場合は“Ｌ１”などＬ＋体系Ｓｅ
ｑで表現ｑで表現



迅速区分について迅速区分について

オーダー毎はオーダー毎はTQ1TQ1--99（優先度）（優先度）

項目毎は項目毎はOBXOBX--1313（使用者定義アクセス点検（使用者定義アクセス点検 ））

HL7HL7ではでは
SS,,AA,,RR,,PP,,CC,,TT,,TS<integer>TS<integer>,,TM<integer>TM<integer>,,TH<integer>TH<integer>,,TD<integer>TD<integer>,,TW<iTW<i
nteger>TL<integer>nteger>TL<integer>,,PRNPRN

等が定義されているが、今回は等が定義されているが、今回はS(tatS(tat))、、
R(outineR(outine))を使用するを使用する



ＡＤＴと患者属性についてＡＤＴと患者属性について

基本は放射線に従います基本は放射線に従います

住所、電話番号等でＬＩＳ側で保存していない情住所、電話番号等でＬＩＳ側で保存していない情
報があれば結果電文はＮｕｌｌでＯＫとします報があれば結果電文はＮｕｌｌでＯＫとします



ＬＩＲについてＬＩＲについて

ＡＴＤで患者名を変更してＯＰ，ＯＦ側で何らかＡＴＤで患者名を変更してＯＰ，ＯＦ側で何らか
の手段で（例えば患者マスタの参照などで）確の手段で（例えば患者マスタの参照などで）確
認できればＯＫとします。認できればＯＫとします。

臨床検査の場合、既に発行したラベル、報告書臨床検査の場合、既に発行したラベル、報告書
との整合性の問題があるのでこれ以上は困難との整合性の問題があるのでこれ以上は困難



テストシナリオテストシナリオ

・OPからオーダーを発行する。
・OFにて受付をする。
・検査を開始する。
・OFにて複数項目を追加する。
・ＯＦにて複数項目を削除する。
・検査結果を確定する。
・OFからORTへ検査結果を返す。

通常の検体検査の実施
（検査システム側からの項目の追加と削
除）

3

・OPからオーダーを発行する。
・OPにて一部の項目を削除し、新たに複数項目を追加する。
・OFにて受付をする。
・検査を開始する。
・検査結果を確定する。
・OFからORTへ検査結果を返す。

通常の検体検査の実施
（OPからの検査項目の変更）

2

・OPからオーダーを発行する。
・OFにて受付をする。
・検査を開始する。
・検査結果を確定する。
・OFからORTへ検査結果を返す。

通常の検体検査の実施1

概略タイトルシナリオＮｏ



今後の課題今後の課題

マスタ系の整備（内容、長さ）マスタ系の整備（内容、長さ）

JLACJLAC--1010で未定義の項目の取り決めで未定義の項目の取り決め

ＥＲＲセグメントの取り扱いＥＲＲセグメントの取り扱い

ラベル発行先など、ＨＬ７、ＩＨＥで未定義の情報ラベル発行先など、ＨＬ７、ＩＨＥで未定義の情報
の取り扱いの取り扱い

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました


